
令和７年度第１回 名張市地域公共交通会議 事業推進部会 議事概要 

 
 

日時：令和７年６月５日（木） 
午後１時３０分～３時１５分 

場所：名張市役所 ３０１会議室 
 

 
出席者：（敬称略） 

（１）委員 

中平 恭之 （近畿大学工業高等専門学校総合システム工学科教授） 

豊永 育子 （公益社団法人三重県バス協会） 

澤田 恭子  (名張市地域公共交通会議委員) 

野口 泰弘 （名張市地域環境部部長） 

 

 

（２）事務局 

都市整備部 都市計画室 ３名 

 
 
 
１．あいさつ 
部会長：公共交通の利用促進及び普及ということで色んな事業を進める。皆さんから意見

を頂戴してより良いものにしたいと思う。会議の円滑な運営協力もあわせてお願

いします。 
 
２．議事 

（１）令和６年度事業報告（案）について  資料１ 

【事務局より説明】 

委員：高校生によるナッキー号のペイントについて、名張駅で実際に見て、名張の特

色があってよかった。子ども向けは乗車体験や制服体験などがあるが、高校生

世代向けのイベントは、他市でも中々ないので、良い取組だと思う。 

エコ通勤の取組ついて、エコ通勤に取り組まなかった方の理由については把 

握されているのか。 

ナッキー号のタイアップイベントについて、近年は公共交通を利用してイベ 

ントを利用した際に特典を付けている例が多いが、今回はどうだったのか。観

光客にも優しいまちづくりであれば、住んでいる人も住みやすいいまち。ほっ

とバス錦の運転手に声を聞くと、名張の湯を目的に利用している人の話を聞か

せてもらった。月１回２６日（フロの日）の日に利用しているという。こうい

ったイベントなどに公共交通を利用いただいた方々に何か特典があると更に

利用促進されるのではないか。（入場料割引など） 

名張駅前のロータリーの観光マップの表示が色あせていて見にくくなってい

た。路線バスは市民の利用だけでは維持は難しい時代、観光客にも使ってもら

うことが重要。そうした中で、看板がそのような状況だと勿体ない。しかも、



看板がロータリー側を向いていて、届けたい人たちにアピールできていない。

ホーム側を向けた方が良い。 

 

⇒エコ通勤について、公共交通利用については、マイ時刻表の作成を通じて、自宅か

ら職場までの公共交通を調べるしくみを作った。個人的な事情から公共交通での利

用が難しい方も、まずはマイ時刻表を作る流れを作った。 

 

部会長：エコ通勤は、強制するとやるのだが、任意だと中々進まない。近大高専では、

学生が公共交通使っているので、教員も使うことができるはずなので、強制に

したらいいのではと思う。地方でもＳＮＳで世界から見られるようになってい

る。環境配慮についても、しっかりＰＲした方が良い。 

 

⇒Co2 の削減効果も例年と比較してかなり高かった。競争要素も入れ、促進を図った。 

 

委員：エコ通勤はマンネリ化していて廃止も検討していた。今回都市計画室からこう

した話をもらい、エコであり、公共交通利用促進の両側面でメリットを感じた。 

啓発事業について、バスの魅力、運転士の魅力発信はもちろん大事だが、移動

としての魅力はどこまで発信できているのか。バスの移動手段としての魅力が

伝われば、利用が進むと思う。エコというも１つだと思う。そうした移動とし

ての魅力をもっと発信したらいいと思う。私自身、車より、電車・バスを使う

機会を多くしている。本を読む時間を取れるなど、タイムパフォーマンスとし

てもメリットがあるので、そういった点も含めて発信してほしい。 

 

部会長：私も電車だと車窓を見たり、本を読む時間があったりなど生活が豊かになる。

いつもの景色が違うように見えたり、新たな発見もあったりする。 

 

委員：バス停待ちなどの機会を通じて、新たな出会いやコミュニケーションの機会が

生まれる。 

 

委員：私もナッキー号を利用する中で、バスの中であいさつやコミュニケーションが

生まれてとても良い。 

 

⇒ナッキー号の乗り込み調査でもバス友の会話が見られた。 

 

委員：お出かけスポットの路線図はどこにある？ 

 

⇒子育て応援キャンペーンのチラシ裏に記載している。市役所でも渡せる。 

 

委員：名張駅などにも掲示したら効果的だと思う。 

 

委員：駅の看板の件は、美旗古墳群のＰＲも併せてできれば。 

 

委員：美旗駅に設置するのも良い。 

 

部会長：名張はランニングコースがあまりない。坂が多いのでなおさら。 



委員：美旗でもウォーキングのコースなどがあるが、イベントの時くらいしか使われ

ない。自転車を駅に置く構想があったみたいだが、立ち消えとなっている。 

 

⇒はたっこ号の運行協議会も団体ではたっこ号を利用しているという声を聞いてい

る。 

 

 

（２）令和７年度事業計画（案）について  資料２ 

【事務局より説明】 

 

委員：国の補助事業でセミナーやワークショップとあったが、具体的には。 

 

⇒国のモビリティ人材育成事業の補助金を活用して、コミュニティバス運行協議会

の方々の運行改善に向けたデータ分析のノウハウなどの取得を目指したい。また、

外出支援サービスを実施している地域の有償ボランティア団体に対し、交通に対す

るリテラシーを高めるために、セミナーやワークショップを行う予定。 

 

委員：菰野町などの他市の事例も参考にぜひしてほしい。 

 

委員：ナッキー号の値上げ検討については、この事業推進部会で検討するのか。 

 

⇒値上げ自体は、利用促進という視点としては低いが、値上げと合わせて免許返納を

応援するキャンペーンなど利用促進事業とあわせて行っていくことから、資料とし

て記載した。 

 

委員：環境整備の項目として挙がっているが、他の項目と比べると違和感がある。値

上げの議論の起点はどこなのか。 

 

⇒ナッキー号の持続可能な継続運行という視点で、この部会でも議論の対象と考え

ている。 

 

委員：値上げが別のところで議論があって、それに基づいてこの部会で利用促進の議

論を進めるのは理解できるが、値上げの議論もこの部会でとなるとどうなのか。 

 

委員：路線バスが燃料費、人件費高騰している中で、そういった理由がここに書いて

あれば、議論としてはできるのではないか。ナッキー号が赤字なのかどうなの

かは分からないが。 

 

委員：この部会が否決したら、本会議には諮らないのかという点もある。 

 

部会長：運賃については、運賃協議部会にて議論を行うところであり、それに伴う議

論をこの部会で議論をする役割分担ではないか。 

 

委員：民間であれば、運行経費・維持管理の収支と利用促進の収支は、分けて考える。 



⇒表記について、修正したい。 

 

部会長：ナッキー号の値上げは賛成である。先日の連携協議会では地域のコミバスと

ナッキー号は別という意見があったが、違うと思う。例えば、乗り継ぎ利用が

少ないのであれば、地域コミバスからナッキー号に乗り継いだ時に運賃無料に

するというも一つである。 

 

⇒ナッキー号値上げすると他の地域コミバスも値上げの動きがあるかもしれない。

今言っていただいたような乗り継ぎ割引などは検討したい。 

 

委員：行き先別時刻表がナッキー号にはあるが、地域コミバスは乗り継ぎが多いの 

で、なおさら必要である。各地域コミバスでも作れないか。 

 

⇒コモコモ号はそれに近いものを作っている。 

 

委員：地域の担当の人の采配か。 

 

⇒運行協議会で議論するので、一担当の判断ではないと思う。 

 

部会長：ナッキー号の値上げの点について、記載修正いただきたい。その上で、地域

公共交通会議に諮るということで良いか。 

 

（委員了承） 

  

（３）ナッキー妊婦・子ども・子育て応援キャンペーンの結果について  資料３ 

【事務局より説明】 

 

部会長：高校生の行きの利用が多かったが、帰りの利用は。 
 
⇒帰りは歩いて帰られる方が多い。 
 
委員：８月の利用が多いのか。イベントとのタイアップの影響か。 
 
⇒土日運行分が含まれているため。そのため、１日平均にすると８月は少ない。 
 
委員：キャンペーンによる効果はどこを見れば分かる？ 
 
⇒総乗車人数を記載していないが、そこが増えている。 
 
委員：土日運行を行う意図は。 
 
⇒これまでからも土日運行の要望が多かった。子育て世帯からしても土日に外出する機

会もあることから、試験的に行った。結果として利用は少なかったため、令和７年度は

実施しないこととしている。 



部会長：この内容で交通会議に諮っていただければと思う。 
 

 

（４）ナッキー号免許返納者等利用促進キャンペーンの実施について  資料４ 

【事務局より説明】 

 

委員：期間を１０～３月に設定しているのは。 
 
⇒令和８年４月からの値上げを検討している。値上げまでに利用促進をしっかり図り、値

上げ後は、それに合わせた割引制度に移行していきたいと思っている。 
 
委員：運転経歴証明書は、今既にある人、これから取得される人など、対象は。 
 
⇒三重交通と同様に行っている方法に合わせ、過去５年以内の返納による証明書であれば、

対象としたい。 
 
委員：私の父が免許返納した時も苦労した。返納の際に証明書の発行の有無を聞かれて、

発行していない人も多かったが、私はその後の便利さを知っていたので、発行して

もらった。そういったところにもチラシなどでＰＲをしっかりしてほしい。証明書

は顔写真も入るので、身分証明書にもなる。窓口の人は証明書のメリットを説明し

てくれないので、市の方から警察にチラシを渡すなどしっかりＰＲしてほしい。 
 
委員：私も免許返納をして、証明書を発行してもらい、今は路線バスが運賃半額になった

りして助かっている。 
 
⇒今回は免許返納者だけでなく、検討者も対象としているので、そういった方々にもアナ

ウンスしたい。 
 
部会長：事前申請の手順は。 
 
⇒市役所での手続きと考えている。今ナッキー号に乗っている人の半数以上が７５歳以上

なので、減収につながる部分はある。ただこの取組で新たな利用者獲得をしたい。 
 
⇒事務局としても７５歳を対象に入れることや、値上げた後の割引についてどうすべきか

迷っている。 
 
部会長：私は不要と思う。他のコミバスからの乗継者は無料にしてもいいかと思うが。ナ

ッキー沿線に居住する人は割引きで恩恵が多く、一方で乗り継ぎ者は高い運賃を支

払っていて、不公平感も強くなる。 
 
委員：菰野町は乗り継ぎ割引を導入している。 
 
部会長：伊勢市は鉄道からの乗り継ぎ割引を導入している。 
 



⇒三重交通の路線バスも割引対象か。 
 
部会長：対象にしている。 
 
委員：乗り継ぎ割引を導入することで、複数個所に行こうという気にもなる。 
 
委員：免許を持っている７５歳以上を無料にするというのは、もう一つの狙いか。 
 
⇒ナッキー号値上げの緩衝材になるのではとは考えている。 
 
委員：元々免許持っていない７５歳以上は免除対象にしても良いと思うが。 
 
⇒判断が難しい。 
 
⇒三重交通の路線バスは、免許返納者だけでなく、同乗者も割引を受けられることにして

いる。 
 
委員：期間を絞っているなら、７５歳以上は無料とすっきりした方がいい。免許は返納し

なくても、バスに乗ってもらえたらそれでいいのではないか。保険証等年齢が分か

るものを掲示して。 
 
部会長：運転手の確認に係る負担が大きいので、一目で分かるものを発行するほうがいい

気はする。これをバスに乗ってもらうきっかけになるのが何より。シンプルな事務

局案がいいのではないか。 
 
⇒この内容で交通会議に諮られていただく。当事業について、何かいいネーミングはない

か。 
 
委員：乗ってみようキャンペーンとか。 
 
⇒ナッキー号お試しパスなど。 
 
部会長：この内容で交通会議に諮ってください。 
 
 
３．その他 
 
 
 
 


